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 研究要旨：本研究班（眼科部会）における課題を以下のように定めた。すなわち、IgG4 関連眼疾患に

みられる多彩な眼症状について多施設で調査し、なかでも日常生活に支障を来す可能性のある視機能障害発

生例の実態を、その頻度を含め明らかにし、同時に治療に対する反応や予後についても調査する。本調査で

集積されるデータをもとにして、IgG4 関連疾患における眼病変の重要性について提言していく。 
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A. 研究目的 

 IgG４関連眼疾患は、典型例では両側唾液線の

腫大とともに両側涙腺の対称性の腫大を来す、所謂

ミクリッツ病としての臨床症状を呈することが知られて

いる。一方、IgG4 関連眼疾患は症例の蓄積と詳細な

画像診断検査により、従来考えられてきた症状よりも

多彩な眼症状を呈する可能性が明らかになってきた。

なかでも眼球運動障害による複視や、視神経障害に

起因する視力・視野障害は、日常生活に大きな支障

を与える可能性があるが、その実態については不明

である。IgG4 関連疾患は 2015 年から指定難病のひ

とつに加えられたが、難病に該当する‘重症’症例は、

ステロイド依存性もしくはステロイド抵抗性であるととも

に病変が腎臓、胆道、膵臓などの臓器に限られてお

り、重篤な視機能障害を生じたとしても眼病変をもと

に難病の指定を受けることはできないのが現状であ

る。 

以上の背景を鑑み、多施設の IgG4 関連眼疾患を

対象に眼症状の詳細な内容と頻度を明らかにすると

ともに、他臓器病変の合併頻度も併せて調査し、重

篤な眼症状を有する症例の実態を明らかにすること

によって、近い将来、指定難病の対象としていくため

の基礎的資料を準備することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

自験例ならびに上記の共同研究施設における

IgG4 関連眼疾患症例について、診療録ベースで後

方視的に調査を行う。実際の調査項目についてはメ

ール会議ならびに本研究班の班会議で十分に議論

し、合意のもとで決定していくこととした。 

（倫理面への配慮） 

 今回の調査では特に倫理面への配慮を必要と

する内容は含まれていない。 

 

C. 研究結果 

患者背景(年齢・性別・診断基準分類・他)と、臨床

所見ならびに画像診断検査の結果に基づいた眼病

変の部位(涙腺・三叉神経・外眼筋・眼瞼、結膜、涙

道、その他)、視機能障害の有無（視力低下・視野障

害・複視・他）を調査する。さらに治療内容（ステロイド
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内服、局所ステロイド注射、外科的切除)と再発の有

無を含めた予後についても調査することとした。 

 

D. 考察 

本研究班で解析の対象となる症例数は250例余

りと推定される。この数が十分であるか否かは議

論のあるところではあるが、画像診断検査に基づ

いた病変の有無や局在等の調査については一定

以上の経験のある施設で調査を行わない限り、正

確なデータは望むべくもない。したがって、敢え

て全国調査のような方法は採用せず、本研究班で

検討していくこととした。 

IgG4関連眼疾患は再発を繰り返すことが多く、

治療の評価、予後の調査についてはその調査期間

が問題となるが、今回は少なくとも 1年以上の経

過観察が可能であった症例を組み入れることと

した。 

予備調査の段階では、今回の目的である重篤な

視機能障害に至った症例の数は左程多くはない

ことが判明しているが、そのような症例にこそ公

的支援が得られるようにすることをひとつの目

標としていきたい。 

 

E. 結論 

本研究班の眼科部会において IgG4関連眼疾患

の眼症状の実態を調査し、なかでも視機能障害に

至る症例の頻度や程度を明らかにすることよっ

て、原因不明で再発を繰り返すことも多い本疾患

における眼症状の重要性について明らかにして

いくことが確認された。 
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